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（２７）マーガレット 
病害虫 防除法 参考事項 

 
青枯病、萎凋病

（フザリウム

菌） 

 
（耕種的・物理的防除） 

１ 連作しない。 

２ 青枯病は、ナス、トマト、タバコ、ゴマ、キクなどの青枯病と病原菌が

同種であるので、これらは輪作作物には入れない。 

３ 発病株からはさし芽を採らない。 

 

（薬剤防除） 農薬登録情報【青枯病】・【萎凋病】 

１ 青枯病には下記薬剤により土壌消毒を行う。 

薬剤名 

ガスタード微粒剤/バスアミド微粒剤 

クロールピクリン 

ドジョウピクリン/クロピク８０/ドロ

クロール 
 

２ 萎凋病には下記薬剤により土壌消毒を行う。 

薬剤名 

ガスタード微粒剤/バスアミド微粒剤 

キルパー 

クロールピクリン 

ドジョウピクリン/クロピク８０/ドロ

クロール 

クロピクフロー 

クロルピクリン錠剤 

ダブルストッパー 

ディ・トラペックス油剤 

トラペックサイド油剤 
 

 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=F4A4B6F7
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=114C7352
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病害虫 防除法 参考事項 
 
ハスモンヨト

ウ 

 
・共通防除の章のハスモンヨトウの防除の項を参照する。 
 

（耕種的・物理的防除） 

１ 早期発見に努め、卵塊や分散前の若齢幼虫を捕殺する。 

２ 施設などでは開口部に防虫網を設置し、成虫の侵入を防止する。 

３ 交信かく乱剤（下表）を活用した防除を行う。 
４ 施設栽培においては、栽培終了後に密閉処理を行う。 
５ 作物残さを適切に処分する。 
 
（薬剤防除） 農薬登録情報 
１ 発生予察情報を参考に、ほ場の見回り等による早期発見に努め、発生
初期に薬剤散布等を実施する。 

２ 農薬を使用する場合には、同一系統の薬剤の連続使用を避け、異なる
系統の薬剤によるローテーション散布を行う。さらに、地域内で薬剤抵抗
性等が確認されている薬剤の使用判断については指導機関の指示に従
う。 

３ 交信かく乱剤 

薬剤名 

ヨトウコン―Ｈ 

コンフューザーＶ 

 ４ 発生初期から下記薬剤のいずれかを散布する。 

薬剤名 備考 

オルトラン粒剤  

オルトラン水和剤  

アディオン乳剤  

フェニックス顆粒水和剤 ハスモンヨトウで登録 

ヨーバルフロアブル ハスモンヨトウで登録 

アファーム乳剤  

ノーモルト乳剤  

マッチ乳剤 ハスモンヨトウで登録 

ロムダンフロアブル 
ハスモンヨトウで登録 

シロイチモジヨトウも登録あり 

コテツフロアブル  

プレオフロアブル ハスモンヨトウで登録 
 

 

 

https://www.pref.chiba.lg.jp/annou/shokubo/documents/r7shishin010802.pdf#page5
https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/noyakuoutput/showlist/chiba?sn=2DF42FAD

	文書内のブックマーク
	青枯病、萎凋病（フザリウム菌）
	ハスモンヨトウ


